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献眼登録者数の推移から見るこれまでの10年

献眼登録には、呼びかけが重要

献眼者数、角膜移植実施者数から分かること

2

3

コロナ禍により献眼者数、角膜移植実施者数
ともに2年連続減少。移植待機期間も増加

コロナ禍により献眼登録者、献眼者、
角膜移植実施者の減少が顕著となる

M E S S AG E

M E S S AG E

データでみる献眼登録

コロナ後の献眼登録
活動を考える
2022 年 10 月のアクティビティ例会では 1日で
83名の登録と多くの方のご協力をいただくこと
ができました。献眼への関心の高さが伺える結果
です。これからの活動を考える上で、まずは過去
の献眼登録について考えていきます。

※％は全国における静岡県のしめる割合
表 1   表 2   表 3   参考資料　
公益財団法人静岡県アイバンク、
公益財団法人日本アイバンク協会、臓器移植の実施状況等に関する報告書（厚生労働省）

 表 4   参考資料　静岡県HP

1
コロナ禍により
新規登録者数が減少

視力福祉委員長 L. 川口博永

□登録者数を増やし献眼者の底上げを
□登録者またそのご家族が登録→献眼へ
　スムーズに行きつくよう啓蒙する

□登録者本人への啓蒙を定期的に行う
□メンバー全員が献眼登録の呼びかけが
　できるよう理解を深める

献眼登録者数（名）

年 沼津LC 静岡 全国

2012 - 1369 60% 2284

2013 33 928 42% 2198

2014 - 924 44% 2116

2015 117 778 39% 1972

2016 154 876 45% 1967

2017 70 1020 50% 2042

2018 67 869 54% 1624

2019 40 742 46% 1613

2020 ⬇ 37 214 ⬇ 13% 1591

2021 ⬇ 9 173 ⬇ 10% 1716

献眼者数（名）
年 沼津5LC 静岡 全国

2012 3 121 13% 939
2013 12 158 17% 927
2014 13 145 16% 880
2015 10 116 14% 857
2016 14 106 13% 828
2017 7 108 12% 869
2018 7 80 11% 720
2019 10 89 12% 725
2020 8 67 15% ⬇466
2021 3 83 16% ⬇505

角膜移植実施数（名）
年 全国

2012 1456
2013 1476
2014 1419
2015 1367
2016 1312
2017 1395
2018 1155
2019 1207
2020 ⬇ 915
2021 ⬇ 814

令和2年度献眼眼球数（眼）

区分 1位
静岡県 全国

献眼眼球数 134 877
全国に

占める割合 15% 100%
静岡県は全国でも献眼登録者数が多く、角膜移
植に貢献をしてまいりました。近年コロナ禍
により集まることや他者との接触が制限され登
録活動が思うようにできない状況が続いていま
す。ですが献眼への意識は高く、先日の10月
アクティビティでは多数登録をいただくことが
できました。献眼者の底上げとなる献眼登録者
数を伸ばすために必要なこととは。

　2022 年 10 月 10 日、「ふく See ぬまづ福祉
まつり」同会場にて献眼登録が実施されました。
会場には福祉に関心のある方々が来場されてい
て、どのような形で献眼登録をしていただける
かを考えていました。そのような時、ある先輩
が呼びかけについて助言してくれました。
「献眼をご存知ですか？献血は血液を無償で提供
すること、献眼は目の不自由な人に角膜を無償
で提供すること。日本では大勢の人が角膜を待っ
ていて、長期間待って、はじめて角膜が片目だ
けまわってくる。そして日本は提供者が圧倒的
に少なく、アメリカなどはボランティアの習慣
があるので余るくらいなのが現実。
アイバンクに登録いただいたら、必ず提供しな
ければならないわけではありません。よろしけ

れば是非、ご協力ください。家族の総意がなけ
れば献眼はできないので安心してください」
ただ献眼お願いします！ではなく、登録者の気
持ち、そして何よりそのご家族の気持ちに寄り
添う事を考え献眼とは、どういうものか正確に
伝えながら声掛けをすることが大切だと実感し
ました。皆様のご協力により今回は一日で 83
名もの方々、そして沼津市長にもご登録いただ
きました。
最後になりますが、日本では角膜提供者が圧倒的
に少ないのが現実です。亡くなられた方の善意を
活かし、角膜を必要とする方のお手伝いができる
よう活動を続けていけたらと思います。ひとりで
も多くの人が光を取り戻すことができるように、
皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

献眼者数も静岡県は全国の 15％を占
め、全国 1 位を誇っています。です
がこのコロナ禍により感染検査がで
きないなどの理由から献眼自体が減
少。角膜移植実施者数も病床のひっ
迫などから手術回数が減り 2 年連
続 1000 件を下回りました。結果と
して角膜移植の待機期間が伸びてし
まっています。現在国内角膜では不
足する分を海外角膜の輸入により対

応していますが、輸入代金は保険適
用外など費用が多くかかる問題もあ
ります。待機時間も少なく、費用も
より少なくできるよう、まずは献眼
登録者数を増加させ献眼数を増やす
ことが必要となってきます。
また献眼登録自体を忘れており献眼
に至らなかったケースもあります。
登録者とその家族への啓蒙も必要な
のではないでしょうか。

献眼登録の課題

最多 !!

2022年度
献眼登録

アクティビティ

83名 / 日

表 1  

表 2  表 3  

表 4  
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2022 年 7 月 7 日、7 月第 1 例会を沼津リバーサイドホ
テルにて開催しました。7 月より新年度となる沼津ライ
オンズクラブ、前会長　L 大川祐輝より新会長　L 服部
厳一郎へクラブ旗が手渡され新陣営での運営がスタート
しました。例会では、前年度の決算報告が承認され無事
前年度が終了。例会の最後には、前年度 100％出席会員
10 名へ、服部会長より記念品の贈呈がありました。心も
新たに、沼津ライオンズクラブは更なる奉仕のため尽力
してまいります。

2022 年 8 月 18 日　沼津リバーサイドホテルにて 8 月
第 2 例会が開催されました。コロナ禍のため、距離を保
つスクール形式とし、飲食無し。例会では、昨年度新し
く入ったメンバー L 小笹真也、L 久保田倫生、L 新井敬介
の 3 名によるメンバースピーチがなされ、仕事や趣味に
ついて、そしてこれからの奉仕に対するそれぞれの想い
を聞くことができました。例会最後、誕生月のメンバー
へプレゼントの贈呈。和やかな雰囲気の中、8 月第 2 例
会を終えることができました。

2022 年 8 月 4 日、沼津港のトニーズホノルルにて 8 月
第 1 例会が開催されました。毎年恒例の納涼例会ではあ
りますが、コロナ感染拡大を考慮し、窓を開放できる会
場にて飲食はせず持ち帰り対応。距離を保てる会場と工
夫しながらの開催となりました。今年も夏は学童野球へ
の支援、秋には視力福祉の支援と事業計画が予定されて
います。感染に気を配りながら、地域の皆様の助けにな
る奉仕を行ってまいります。

2022 年 7月 21日、7月第 2例会を沼津リバーサイドホ
テルにて開催いたしました。沼津野球連盟学童部より部長 
白土吉彦様、事業委員長 西島浩司様をお招きし、今年度
の助成金贈呈をいたしました。コロナ渦によりスポーツ活
動も制限されますが、青少年の育成が阻害されることの無
いよう今年度も変わらぬ支援を行うことを部長・事業委員
長にお伝えすることができました。
また今年度は委員会活動に力を入れ、地域に求められる奉
仕活動をこれまで以上に行うため新委員長より実施事業に
ついての発表がなされました。

S C E N E

1  クラブ旗が大川前会長より服部会長へ手渡されました　 2  前年度三役
へ記念品の贈呈。本当にお疲れさまでした　 3  前年度 100％出席者など
表彰者全員でローア　 4  2022-2023 年度はこの 3 名で作り上げていき
ます。左から土井宣博幹事、服部厳一郎会長、杉山由博会計

1  スクール形式での開催　 2  新
メンバースピーチ L 小笹真也（株
式会社コヤマ）　 3  L 久保田倫生
（清水銀行沼津支店）によるスピー
チ　 4  最後を飾ったのは L 新井
敬介（ダスキン マルイ）のスピー
チ　

1   毎年メンバーお楽しみの納涼例会、今年度はコロナ禍のため盛大には行
わず短時間飲食無しで行われました　 2   テールツイスター L 金子、アロハ
がお似合いです 　 3   会場は窓を開放しスペースを広くあけるなど工夫が
なされました 　 4   短時間ながら、楽しい一日となりました

1

2

4

3

1 2

3

4

納涼例会

8月第 1 例会
委員会例会

8月第 2例会

新年度初例会

7月第 1 例会

青少年委員会担当例会

7月第 2例会

S C E N E

2022-2023 年度新 3 役による例会

7 月 - 9月
例会報告
7月から新3役による例会がスタート。“利他の
精神でWe Serve”の精神のもと、コロナ渦で、
安心・安全に例会を行えるよう模索しました

1  沼津野球連盟学童部長、白戸良彦様からのご挨拶　 2  服部会長より、
今年度の助成金を贈呈　 3  新委員長からの方針発表。今年度は委員会活
動に力をいれます　 4  新委員長全員によるローア

1

2

4

3

1

2

3 4
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2022 年 7 月 7 日、7 月第 1 例会を沼津リバーサイドホ
テルにて開催しました。7 月より新年度となる沼津ライ
オンズクラブ、前会長　L 大川祐輝より新会長　L 服部
厳一郎へクラブ旗が手渡され新陣営での運営がスタート
しました。例会では、前年度の決算報告が承認され無事
前年度が終了。例会の最後には、前年度 100％出席会員
10 名へ、服部会長より記念品の贈呈がありました。心も
新たに、沼津ライオンズクラブは更なる奉仕のため尽力
してまいります。

2022 年 8 月 18 日　沼津リバーサイドホテルにて 8 月
第 2 例会が開催されました。コロナ禍のため、距離を保
つスクール形式とし、飲食無し。例会では、昨年度新し
く入ったメンバー L 小笹真也、L 久保田倫生、L 新井敬介
の 3 名によるメンバースピーチがなされ、仕事や趣味に
ついて、そしてこれからの奉仕に対するそれぞれの想い
を聞くことができました。例会最後、誕生月のメンバー
へプレゼントの贈呈。和やかな雰囲気の中、8 月第 2 例
会を終えることができました。

2022 年 8 月 4 日、沼津港のトニーズホノルルにて 8 月
第 1 例会が開催されました。毎年恒例の納涼例会ではあ
りますが、コロナ感染拡大を考慮し、窓を開放できる会
場にて飲食はせず持ち帰り対応。距離を保てる会場と工
夫しながらの開催となりました。今年も夏は学童野球へ
の支援、秋には視力福祉の支援と事業計画が予定されて
います。感染に気を配りながら、地域の皆様の助けにな
る奉仕を行ってまいります。

2022 年 7月 21日、7月第 2例会を沼津リバーサイドホ
テルにて開催いたしました。沼津野球連盟学童部より部長 
白土吉彦様、事業委員長 西島浩司様をお招きし、今年度
の助成金贈呈をいたしました。コロナ渦によりスポーツ活
動も制限されますが、青少年の育成が阻害されることの無
いよう今年度も変わらぬ支援を行うことを部長・事業委員
長にお伝えすることができました。
また今年度は委員会活動に力を入れ、地域に求められる奉
仕活動をこれまで以上に行うため新委員長より実施事業に
ついての発表がなされました。

S C E N E

1  クラブ旗が大川前会長より服部会長へ手渡されました　 2  前年度三役
へ記念品の贈呈。本当にお疲れさまでした　 3  前年度 100％出席者など
表彰者全員でローア　 4  2022-2023 年度はこの 3 名で作り上げていき
ます。左から土井宣博幹事、服部厳一郎会長、杉山由博会計

1  スクール形式での開催　 2  新
メンバースピーチ L 小笹真也（株
式会社コヤマ）　 3  L 久保田倫生
（清水銀行沼津支店）によるスピー
チ　 4  最後を飾ったのは L 新井
敬介（ダスキン マルイ）のスピー
チ　

1   毎年メンバーお楽しみの納涼例会、今年度はコロナ禍のため盛大には行
わず短時間飲食無しで行われました　 2   テールツイスター L 金子、アロハ
がお似合いです 　 3   会場は窓を開放しスペースを広くあけるなど工夫が
なされました 　 4   短時間ながら、楽しい一日となりました
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納涼例会

8月第 1 例会
委員会例会

8月第 2例会

新年度初例会

7月第 1 例会

青少年委員会担当例会

7月第 2例会

S C E N E

2022-2023 年度新 3 役による例会

7 月 - 9月
例会報告
7月から新3役による例会がスタート。“利他の
精神でWe Serve”の精神のもと、コロナ渦で、
安心・安全に例会を行えるよう模索しました

1  沼津野球連盟学童部長、白戸良彦様からのご挨拶　 2  服部会長より、
今年度の助成金を贈呈　 3  新委員長からの方針発表。今年度は委員会活
動に力をいれます　 4  新委員長全員によるローア
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S C E N E

メンバースピーチ例会

9 月第 1 例会
結成例会

9 月第 2 例会

2022 年 9 月 1 日、沼津リバーサイドホテル
にて 9 月第 1 例会が開催されました。L 加藤
元章による「県東部の可能性無限大！」とし
たスピーチでは静岡県の抱える課題が語られ、
メンバー同士情報を追加しながらスピーチを
聞く形となりました。静岡県の抱える問題は
地域の皆様へ寄り添った支援、そして奉仕活
動を行う上でも重要な課題となります。一人
一人がより良い未来を築けるようこれからも
メンバー同士勉強しながら奉仕について学ん
でいこうと感じる例会となりました。

2022 年 9 月 15 日、沼津リバーサイドホテルにて 9 月第 2 例会
が開催されました。クラブ創立を祝う大切な結成例会。盛大にと
いうわけにもいかず、ZOOM配信との併用により開催されまし
た。例会は服部会長より開会の挨拶がなされ、「CANARY」バンド
によるミニコンサートを楽しみ、小規模ながらクラブ結成を会場・
ZOOMとハイブリットな例会で祝うことができました。
「沼津ライオンズクラブは 1959 年 9 月に結成され今年で 63 周年
となります」。例会の最後には山歩き同好会の紹介が部長の L 小澤
より紹介されました。

1

2

3

1  スクール形式にし、さらに隣り合わないよう座る位置も
調整した会場　 2  服部会長より挨拶　 3  L 加藤元章による
スピーチ、「県東部の可能性無限大！」。メンバーがお互いに
情報を追加しながらのスピーチとなりました

1  創立 63 年を祝う結成例会。服部会長の挨拶よりスタート　 2  会場参加メンバー
も距離を保てるようスクール形式での開催　 3  創立を祝いミニコンサートを開催。
「CANARY」バンド　 4  メンバー全員でローア　　 5  メンバー同士で楽しむクラブ内
活動、「山歩き同好会」の紹介

1

2 3

4 5

C L U B  R E P O R T

2022-2023 年度クラブスローガン

“利他の精神で
  We Serve”
7 月より服部会長による新体制が始まりまし
た。まだまだコロナ感染が収束しない中、メ
ンバーも安心安全に活動が行えるよう試行錯
誤しながらのスタートとなりました。

5LC

視力福祉 「尊い献眼をして いただきました ご冥福をお祈りいたします」

5LCの会長ら市長表敬訪問

故 田中敬子様 献眼（令和4年8月15日ご逝去）
8 月 19 日、服部会長よりご遺族に感謝状が贈呈されました 

生前献眼登録をされていた沼津市内の方がご逝去され、故人
のご遺志である献眼が実施されることとなりました。9月 14
日、ご遺族へ感謝状が贈呈されました

沼津 5ライオンズクラブ大嶽ZC、各クラブ会長が沼津市長へ今
年度事業の説明に伺いました。それぞれの事業を遂行するにあた
り、地域の皆さんとの連携が重要。今後の活動において、沼津市
と協力しながら進めていくことなど語られました

青少年

ライオンズカップ開催

9 月 3日、沼津市営球場にて「第 16回
沼津ライオンズ杯学童軟式野球大会」の
決勝戦が行われました。勝者は金岡少年
野球団。優勝おめでとうございます！贈
呈した投球数デジタルカウンターも活躍
していました

視力福祉

「光と愛と」
献眼碑の清掃

9 月 6日、視力福祉委員会により、千本
公園に設置された献眼慰霊碑の清掃が行
われました。まだ暑い中での清掃、お疲
れさまでした！

同好会

山歩き同好会発足

メンバー同士で楽しむ同好会、「山歩き
同好会」が発足されました。初心者大歓
迎の楽しい山歩き、現在メンバー募集中
です。気になる方は部長のＬ小澤に問い
合わせください

沼津朝日新聞
（7月 15日）

沼津朝日新聞（8月 18日）

静岡新聞（9月 4日）
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